
 
 

 

ネ
ズ
ミ
島 

 

池
田 

隆  

游
泳
学
校
に
通
う
小
学
生
を
鈴
生
り
に
乗
せ
た
団
平
船
が
、
タ
グ
ボ
ー
ト
に
曳
か
れ
長
崎
港
を
出

て
い
く
。
キ
ャ
ー
キ
ャ
ー
・
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
子
供
の
声
が
岸
ま
で
響
き
渡
る
。
行
き
先
は
港
湾
入
口
の

岬
の
背
後
に
隠
れ
て
い
る
「
ネ
ズ
ミ
島
」
で
あ
る
。
正
式
名
称
は
「
皇
后
島
」
と
格
式
高
い
。
江
戸

時
代
に
異
国
船
警
固
を
行
っ
て
い
た
深
堀
陣
屋
よ
り
子
の
方
角
に
見
え
る
の
で
そ
の
通
称
が
つ
い

た
と
い
う
。 

周
囲
数
百
メ
ー
ト
ル
の
密
集
林
に
覆
わ
れ
た
平
ら
な
小
さ
な
島
で
あ
る
。
東
側
の
岸
辺
は
滑
ら
か

な
岩
肌
で
、
西
側
は
砂
浜
で
あ
る
。
北
側
に
浮
桟
橋
が
繋
が
れ
、
常
住
者
は
い
な
い
。
西
側
が
一
般

用
の
海
水
浴
場
で
、
東
側
半
分
が
明
治
期
か
ら
続
く
夏
季
游
泳
学
校
の
専
用
区
域
で
あ
っ
た
。 

海
洋
国
家
を
担
う
逞
し
い
「
海
の
子
」
を
育
て
る
の
が
学
校
設
立
の
目
的
で
、
遠
泳
能
力
の
向
上

な
ど
に
主
眼
を
置
く
。
古
式
泳
法
に
も
長
け
た
指
導
者
が
奉
仕
運
営
し
、
小
学
校
高
学
年
生
が
主
対

象
で
あ
っ
た
。
上
達
度
に
応
じ
て
甲
乙
丙
丁
に
組
分
け
、
全
員
が
布
製
の
半
球
状
の
帽
子
を
被
る
。

甲
は
赤
一
色
、
丁
は
白
、
乙
は
赤
白
赤
白
の
四
つ
割
れ
、
丙
は
白
地
に
赤
い
横
線
と
区
別
す
る
。
さ

ら
に
甲
乙
は
白
い
六
尺
褌
、
丙
丁
は
黒
い
三
角
兵
古
が
慣
わ
し
だ
っ
た
。 

私
は
四
年
生
と
五
年
生
（
昭
和
二
十
三
年
と
二
十
四
年
）
の
夏
に
毎
日
通
っ
た
が
、
丙
組
ま
で
し

か
上
が
れ
な
か
っ
た
。
乙
組
へ
進
級
す
る
に
は
湾
の
対
岸
に
在
る
深
堀
ま
で
の
、
往
復
数
キ
ロ
の
遠

泳
試
験
に
合
格
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
平
泳
ぎ
の
カ
エ
ル
足
が
下
手
で
ま
だ
自
信
が
な
か

っ
た
。
六
年
生
の
夏
は
祖
父
母
の
住
む
岩
国
ま
で
一
人
旅
に
出
た
た
め
游
泳
学
校
へ
は
行
け
ず
、
後

で
同
僚
が
乙
組
ま
で
進
ん
だ
と
聞
き
悔
や
ん
だ
も
の
だ
。 

ネ
ズ
ミ
島
も
高
度
成
長
期
に
周
囲
を
埋
め
立
て
ら
れ
、
陸
続
き
の
工
業
用
地
と
化
し
て
し
ま
っ
た
。

た
だ
此
処
で
培
わ
れ
た
水
泳
好
き
の
気
質
は
残
っ
た
。
後
年
に
横
泳
ぎ
（
の
し
）
や
ク
ロ
ー
ル
を
見

様
見
真
似
で
習
得
し
、
夏
の
海
辺
に
出
掛
け
る
と
所
構
わ
ず
泳
ぎ
ま
く
っ
て
き
た
。
日
本
各
地
は
勿

論
、
豪
州
、
パ
ラ
オ
、
イ
ー
ス
タ
ー
島
、
ハ
ワ
イ
、
イ
ン
ド
洋
、
紅
海
、
カ
リ
ブ
海
、
地
中
海
、
カ

ナ
リ
ア
諸
島
な
ど
な
ど
。
こ
の
二
十
年
は
す
っ
か
り
山
幸
彦
だ
が
、
以
前
の
海
幸
彦
時
代
も
懐
か
し

い
。 



昭和二十三年、ネズミ島の游泳学校へ通う大勢の小学生を乗せた

団平船とタグボート。筆者もこの船に乗っていた筈。 

（NHK番組「ブラタモリ」で紹介された資料と写真：長崎１００

周年史より） 

 

昭和二十四年、伊良林小学校四年四組がネズミ島へ臨海

遠足に行った時の記念写真。一般用海水浴場にて撮影。

長崎港の沖合には爆撃で座礁沈没した大型船の残骸が見

える。その先の対岸が深堀。 

  

 

              


